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研究成果の概要（和文）：　本研究では、小学校入学初期に直面する教科学習のつまずきを認知的側面から支え
るためのプログラムを開発した。本プログラムは、PASS理論に基づいて子どもの基礎的認知能力を支えるプログ
ラムとしてカナダで開発された「COGENT]を日本語で実施出来るように作成された。子どもは正答数よりも継続
していることが評価され、失敗を避けながら短時間でプログラムに従事できる。
 ランダムに実施された子どもの活動記録は、本プログラム用に開発した書式で記録され、総合的な評価が可能
となっている。

研究成果の概要（英文）：In this study, we made a program to support a mistake of the subject 
learning from cognitive bases to face early in elementary school.This program was made in japanese 
as a program to support the cognitive ability of children based on PASS theory in Canada like 
COGENT.It is recommended that they challenging the task than answering it correctly, and the 
children can engage in a program while avoiding failure.
The actograph of children performed at random is recorded by the format that we developed for these 
programs, and a general evaluation is enabled.

研究分野： 特別支援教育
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１．研究開始当初の背景 
近年の発達障害に関する研究から、通常の

学級に在籍する発達障害のある子どもたち

の学習上･生活上の困難が明らかにされ、早

期からの対応がなされるようになってきた。

長所活用型指導をはじめとした指導の成果

が報告されている半面、子どもたちの認知的

特性（弱み）そのものを伸長させていく必要

性もクローズアップされてきている。認知科

学を中心とした研究の成果では、認知処理過

程に即したアプローチによって認知能力の

向上が可能となってきている（平井,新島,中

山,2009；瀬戸口,北村,加藤,2013;前川,中山,

岡崎,2014）。 

発達障害のある児童生徒を含めた特別支

援教育は、教育学、認知科学、障害科学、心

理学、社会科学などの横断的な研究課題をも

たらし、教育の現場は、新たな体制下で教育

全体に関わる大きなパラダイム転換に直面

し、学力と認知との関連も明らかとなってき

た。OECD による学習到達度調査(PISA2009)

において、日本は、低学力生徒（レベル 1以

下）の割合が高いことが指摘されている。読

解力の習熟度で最低水準以下の生徒の割合

が、同調査で常に上位を保っているフィンラ

ンドの 1.6 倍にも達しているという（安

藤,2012）。学習上の困難は、学年を経るに

つれて増大していくという指摘もある（安藤，

2002）。近年の就学前教育の充実により、教

科学習が早期に展開され、教科に反映される

基礎的認知発達の違いによる格差も拡大さ

れてきた。フィンランドでは、個に応じた学

習支援の充実、特に低学力児童生徒を対象と

する language-oriented part-time special 

education(言語を中心とする部分的な個別

指導)の充実が指摘されている。1990 年の比

較では、言語の問題で特別な学習支援を受け

ている児童生徒の割合は、フィンランドが

4.51％に対し、日本では 0.04％となっている

（ J.Kivirauma ＆

K.Ruoho,2007;P.Kupari,2011）。このことは、

個に応じた適切な学習支援が効果的に行わ

れるような組織の構築と教科に関連する言

語能力を向上させるプログラムの結果であ

るといえる（安藤,2012）。文部科学省は、

PISA2009 の結果を受け、今後の取組として、

「個に応じた指導」の推進とそのための教育

条件の充実を図ってきたが、基礎的認知発達

の特性に即した支援が不十分なままでは、教

科学習におけるつまずきが学習効果や意欲

を低下させている側面が否定できない。そこ

には、組織的な学習支援プログラムの構築が

必要となってくる。 

近年、米国における RTI モデル（Response 

to Intervention）が日本に紹介され（海津，

2005）、従来のディスクレパンシー・モデル

に代わる学習障害児の学習支援法として日

本でも取り組まれるようになった。RTI モデ

ルでは、学級規模で学習の進捗度がカリキュ

ラムに基づいてチェックされ、アセスメント

と指導の一体化が図られるというメリット

がある。また、学級経営の中で担任教師等に

より一貫して展開されやすいという面を持

つ。しかし、教科学習を中心としたカリキュ

ラムベースのアプローチという制約があり、

認知的な偏りのある特異的な読み書き困難

児の指導には十分な効果は期待できない。特

異的な読み困難に対する学習支援プログラ

ムは、読み書きのつまずき（カリキュラムベ

ースの課題）と認知的偏り（特異的な認知特

性）を関連づけ、個別の特性に即した効果的

なプログラムが用意されるべきである。 

ま た 、 オ ー ス ト ラ リ ア で は 、 PBI

（Process-Based Instruction）が提唱され

（Ashman&Conway,1993）、認知処理過程に着

目した教授－学習法として我が国にも紹介

された（渡部,1994;永野他,2011）。PBI の最

大の特徴は、認知処理過程を基盤においた、

導入、確立、拡大、統合の４つの教授－学習

段階が設けられていることである。これは、



PASS

（ Planning,Attention,Simultaneous,Succe

ssive）理論で提唱した認知処理モデル

（Das&Neglieri,1990）に立脚している。PBI

では、常に子どもとのやりとりの中で、方向

づけ、習得、適用の要素に基づいて、子ども

自身が気づき、モニタリングすることを通し

て開発的に新たな学習水準に伸長していく

ことを促す。ここには、一貫して子どもに失

敗をさせない援助を行い、出来ていることを

フィードバックして、子ども自身が意欲と効

果を確認する｢発達の最近接領域｣の思想が

根底にある。この思想は、学習上の困難を有

する子どもの指導において重要な構造をも

たらすものである。しかし、PBI モデルによ

る教授は、カリキュラムのすべての単元にお

いて認知特性に基づいた指導方法を開発す

ることを要求するものであり、すべての教師

が即座に適用していくことが困難である。以

上のことから、学級を対象とした指導システ

ムと実施しやすいプログラムが、求められて

いるといえる。 

PASS 理論に基づいてカナダで開発された

のが、COGENT(Cognitive Enhancement)認知

促進プログラム(Das,2004)である。COGENT は、

10 人あるいはそれ以下の集団で利用するこ

とができ、複数の指導者がいれば通常の学級

でも実施できるプログラムであり、一定の知

識があれば家庭でも実施できるものである。

COGENT は、我が国でもその有効性が検証され

るようになってきた（中山他,2012）。しか

し、COGENT の検証は、日本語版教材が紹介さ

れていないこと、教示が複雑であること、家

庭で実施する際に保護者に要求されるスキ

ルが高いことによって、事例研究の域にある。

認知促進の集団的検証も不十分であること

にともない、なかなか普及していない。 

 
２．研究の目的 
筆者らは、これまでにも通常学級やその周

辺で活用できる簡便なアセスメント（安川，

北村，瀬戸口他,2007；中原,2008）や指導法

（瀬戸口、北村他，2006；瀬戸口、北村、安

藤他，2008）について提言してきた。現在、

パソコンで認知特性と読解力を関連づけて

評価する ELC（Easy Literacy Check ）を通

常の学級（低学年）でのスクリーニングとし

て試行している（安藤等，2009, 2010, 2011）。

これらの取り組みは、入学初期に学級全体を

スクリーニングし、認知特性に応じたプログ

ラムを実施することを可能とする。学級での

一貫した指導システムとプログラムを提供

することで、集団を対象とした検証を促進し、

広く普及させることもできる。 

 
３．研究の方法 
本研究では、教科の基礎をなす認知能力そ

のものを伸長させる認知促進プログラムに

ついて、通常学級の教員や保護者が簡便に活

用できる教材集として開発･検証する。認知

能力そのものにアプローチするプログラム

によって、低学力層全体の学力向上を一層効

果的なものにする。用意されるべきプログラ

ムとして、COGENT を活用した日本語に即した

教材を開発する。本研究の教材は、ICT 技術

を活用して、常に適切なヒントが視覚や音声

で示される、学級や家庭で活用しやすいプロ

グラムとして完成させる。ICT を活用するこ

とにより、学習の進捗を正確に評価し、評価

に基づいた援助の変更が可能となる。また、

学習の記録を詳細に収集することが可能と

なり、家庭で簡便に活用して専門家と協力す

ることができる。また、デジタル黒板等によ

る、効果的な活用も可能となる。 

本研究におけるプログラムの検証は、教科

の認知的基盤を育てるという特徴から、教科

の成績によって評価することができる。また、

本研究で基礎をなす理論は、PASS 理論である。

PASS 理論に基づいた日本版 DN-CAS（前川

他,2007）は、子どもの認知特性を正確に把

握するアセスメントに活用されるようにな

った。本研究におけるプログラムは、DN-CAS



を活用することにより、認知的な効果として

も客観的に評価できるものである。学力の二

極化が指摘される中、本研究は低学力層の子

どもを早期から認知的に支え、学力の向上を

促すことに寄与する。 

 
４．研究成果 

プログラムの概要 

 プログラムは、COGENT で設定されたモジュ

ールで構成される。 

 ・モジュール１：同時処理、選択的注意、

自己調整、抑制 

 ・モジュール２：継次処理（聴覚弁別；注

意；音韻の定位；構音技能；作業記憶の発達） 

 ・モジュール３：プランニング、同時処理、

継次処理 

 ・モジュール４：継次処理（音韻意識：音

韻の除去；類推；言語化；短期記憶；音

のオンセットとライム） 

 ・モジュール５：継次処理（色、形の系列；

色、形の命名；ラピッドネーミング） 

 課題は、できるだけヒントを含んだものを

中心とし、困難度が上がるにつれてヒントが

なくても橋渡しされた課題によって正答が

得られるように工夫されている。子どもは、

タッチパネルに示されたボタンをタップす

ることで課題を遂行し、課題によっては行為

を言語化することが求められる。子どもには、

課題ごとの正否はフィードバックされず、課

題に取り組んだこと自体が評価される。 

 課題の進捗はテラー書式に記録され、課題

ごとの発展が見通されることに加え、子ども

の全体的発達の傾向が把握できるように工

夫されている。下記、基本設定画面から、各

モジュールの課題に取り組むことができ、テ

ラー書式にログが記録される。 

 

 

 

 

１．画面遷移

特に指定がない限り以下の設定とする。
解像度：1280×768
全画面表示

(1)Top画面 (1-1)ユーザー選択画面

ユーザー表示欄：選択されたユーザーを表示。直接入力は不可。 ユーザーリスト：選択行をハイライト（複数不可）
選択ボタン：ユーザー選択画面を表示 決定ボタン：選択行をTop画面のユーザー表示欄に反映し、画面を閉じる。
開始ボタン：課題選択画面へ（ユーザー入力有りの場合のみ有効） 終了ボタン：画面を閉じる。
COGENT文字：C→T→O→N→G→Eの順にタッチで管理者画面表示 ※Top画面上にモーダル表示
終了ボタン：プログラム終了

(2)課題メニュー

課題選択ボタン：各課題を開始
戻るボタン：Topメニューに戻る
ページ送り／戻しボタン：ページを送る／戻す。

※対応モジュールが増えた場合に実装

１－１

戻る

動物にタッチ

１－２ 言葉の長さを判別する

１－３ タッピング

たなか たろう さんの課題を選んでください

２－１ 言葉の音素を聞き分ける

たなか たろう

C O G E N T
Cognition Enhancement

終了

名前： 選択

ユーザー名を選択してください

決定 終了

たなか たろう IDxxxxxxx
C O G E N T
Cognition Enhancement

開 始 終了

名前： たなか たろう 選択

各課題
画面へ

文字を一定の順でタッチする

次ページ

管理メニュー
画面へ

 

【課題画面共通事項】

・以下に各課題画面の共通な遷移方法を示す。

・課題メニューの各ボタンがクリックされた後、 ・空白ページを表示し、問題文を読み上げる。
　または各課題の１つの困難度が終了した後
　この画面を表示する。

・COGENT文字：C→T→O→N→G→Eの順にタッチで課題メニュー画面に戻る。
（課題実施者による誤操作を防ぐため）

・全課題画面に共通してひらがな以外は使用しない。
・個々の画面内の文字のサイズは全て同サイズとする。
・MSPゴシックなどの文字幅可変のフォントは使用しない。
・ボタンやイラストなどのタッチ時には効果音を出力する。
・表示されるデータ、順序は特に指定がない限りランダムとする。ただし、１回の課題中に同じデータは重複使用しない。

ばら

課題を実施
（１つの困難度のみ）

全ての困難度の課題
が終了した

画面中央のボタンが押
されると課題を開始する

No

Yes

C O G E N T
Cognition Enhancement

課題XXXが終了しました。

 

以下が、記録画面である。 

 

本プログラムの課題解析ログの一例 
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